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超
音
波
検
査
を

も
っ
と
活
か
そ
う
！

松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク
松
尾
　
汎

亥
年
生
ま
れ
の
小
生
に
、

医
師
会
か
ら
原
稿
依
頼
を
戴

い
た
。
「新
年
の
所
感
を
・
。
」

と
も
思
っ
た
が
、
今
ま
で
医

師
会
に
余
り
お
付
き
合
い
が

無
く
、
小
生
を
ご
存
知
戴
い

て
無
い
と
思
い
、
小
生
の
専

門
分
野
の
こ
紹
介
を
さ
せ
て

戴
く
こ
と
に
し
た
。

小
生
は
、
今
日
ま
で
に
精

神
神
経
科
、
消
化
器
、
救
急

医
療
、
放
射
線
科
、
循
環
器

な
ど
、
多
く
の
領
域
の
診
療

に
猛
進
し
て
き
た
。
こ
の
間

の
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し

く
、
今
や
診
断
法
も
向
上
し
、

種
々
の
治
療
法
も
進
歩
し
、

人
生
百
年
時
代
に
突
入
し
た
。

こ
の
間
、
超
音
波
検
査

（
エ

コ
ー
）
や
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ

検
査
な
ど
が
可
能
と
な
り
、

診
断
学
は
飛
躍
的
に
向
上
し

た
。
小
生
は
、
中
で
も
侵
襲

の
無
い

「
エ
コ
ー
」

に
関
心
を
持
ち
、

最
近
の
３０
年
ほ
ど

は
、
そ
の
普
及
と

啓
発
に
努
め
た
。

エ
コ
ー
は
、
腹
部

（
肝
胆
膵
、
腎
な

ど
）、
心
臓
、
体
表

（甲
状
腺
や
乳
房
な
ど
）
と
超

音
波
の
届
く
範
囲
の
臓
器
を
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
評
価

（
「動

き
」
も
観
察
）
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
ド
プ
ラ
法
を

用
い
る
と

「血
流
」
も
評
価

で
き
る
こ
と
か
ら
、
小
生
は
、

「超
音
波
の
血
管
疾
患
へ
の
応

用
」
の
啓
発
に
努
め
た
。
頸
動

脈

（糖
尿
病
、
脳
梗
塞
な
ど
）、

大
動
脈

（瘤
な
ど
）、
腎
動
脈

（
高
血
圧
な
ど
）、
末
梢
動
脈

（
動
脈
硬
化
症
な
ど
）、
下
肢

静
脈

（
深
部
静
脈
血
栓
や
静

脈
瘤
）
な
ど
で
、
「血
管
超
音

波
検
査
」
の
臨
床
で
の
有
用

性
は
広
く
識
ら
れ
る
所
と
な

っ
た
が
、
検
査
者
や
評
価
法

に
よ
っ
て
精
度
が
異
な
っ
て

は
、
「検
査
法
と
し
て
は
信
頼

さ
れ
な
い
」
と
の
観
点
か
ら
、

誰
も
が
何
処
で
も
、
何
時
で

も
で
き
る
よ
う
に

「血
管
超

音
波
検
査
の
標
準
的
評
価
法
」

も
作
成
し
、
提
案
し
た
。

多
く
の
検
査
者
が
育
っ
た

が
、
そ
の
育
成
に
当
た
る
人

材
が
未
だ
不
十
分
で
あ
る
。

検
査
の
質
を
高
め
、
維
持
し

て
い
く
た
め
の
体
制
も
未
だ

不
十
分
で
あ
る
。
地
域
内
の

啓
発
を
、
医
師
会
も
是
非
率

先
し
て
行
っ
て
戴
き
た
い
。

と
言
う
の
は
、
エ
コ
ー
は
侵

襲
が
無
い
の
で
、
実
地
医
家

も
安
全
に
実
施
で
き
、
広
く

実
臨
床
に
活
か
せ
る
か
ら
で

あ
る
。
技
師
さ
ん
達
も
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
研
鑽
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
医
師
と
連
携
す
れ
ば

患
者
さ
ん
に
よ
り
活
か
せ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

技
師
さ
ん
達
も
よ
り
検
査
し

甲
斐
が
あ
る
筈
で
あ
る
。

勿
論
、
他
の
画
像
診
断
や

血
液
検
査
、
病
理
診
断
な
ど

も
有
用
で
あ
り
、
診
断
の
端

緒
や
確
定
診
断
に
は
必
須
と

な
っ
た
。
医
療
連
携
の
視
点

か
ら
は
、
そ
れ
ら
診
断
法
の

有
効
活
用
が
求
め
ら
れ
る
。

医
院
同
士
、
医
院
と
病
院
、

病
院
同
士
の
連
携
な
ど
、
そ

れ
ら
の
有
機
的
な
繋
が
り
を

も
っ
と
密
に
し
て
、
医
療
の

質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
、

我
々
医
療
者
に
は
常
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
繋
が
り

を
構
築
す
る
の
も
、
医
師
会

の
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

今
後
の
医
師
会
の
益
々
の
活

性
化
を
期
待
し
て
い
る
。


